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日本森林学会による

　
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

附
属
演
習
林
北
海
道
演
習
林
（
以
下
、
北
演
）

は
、
１
８
９
９
年
に
北
方
林
業
と
林
学
の
研

究
・
教
育
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
、
十
勝
岳
連
峰
の
南
西

部
に
面
積
約
２・３
万
ha
の
森
林
を
有
し
て
い

ま
す
。最
高
峰
は
北
東
端
の
大
麓
山（
標
高
１
，

４
５
９
ｍ
）
で
、
北
西
部
の
最
低
標
高
地
点

と
の
標
高
差
は
１
，
２
６
９
ｍ
あ
り
ま
す
。

　
演
習
林
の
周
辺
に
は
、
か
つ
て
労
働
力
確

保
の
た
め
の
林
内
植
民
制
度
に
よ
っ
て
開
拓

さ
れ
、
戦
後
払
い
下
げ
ら
れ
た
村
落
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
麓ろ
く
ご
う郷

地
区
は
、

１
９
８
０
年
代
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ド
ラ
マ「
北

の
国
か
ら
」
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　
気
候
帯
は
冷
温
帯
か
ら
亜
寒
帯
で
、
林り
ん
そ
う相

は
落
葉
広
葉
樹
林
、
針
広
混
交
林
、
針
葉
樹

林
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
大
部
分
は
針
広
混

交
林
で
す
。
木
本
類
は
、
針
葉
樹
が
４
科
６

属
８
種
、
広
葉
樹
が
37
科
77
属
１
６
１
種
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
林
業
樹
種
は
、
針

葉
樹
が
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
、
イ
チ
イ
、
広
葉
樹
が
シ
ナ
ノ
キ
、
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
、ダ
ケ
カ
ン
バ
、ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
、ニ
レ
類
、ハ
リ
ギ
リ
、ホ
オ
ノ
キ
、

ア
サ
ダ
、
カ
ツ
ラ
、
ヤ
チ
ダ
モ
な
ど
で
す
。

　
戦
後
、
国
有
林
・
民
有
林
の
多
く
が
人
工

林
林
業
へ
方
向
転
換
し
た
中
で
、
北
演
は

１
８
９
９
年
の
設
立
以
来
一
貫
し
て
天
然
林

択
伐
施
業
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
な
か
で

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林北海道演習林　林長　鎌
か ま た

田　直
な お と

人

第 回24

北海道演習林の植生



13 2020.10 No.163   林野

参
考
文
献

鎌
田
直
人
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０
２
０
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東
京
大
学
北
海

道
演
習
林
の
概
要
と
沿
革
・
現
状
と
課
題
．

北
方
林
業　
七
一
巻
第
三
号

高
橋
延
清 

（
２
０
０
１
） 

林
分
施
業
法 

そ

の
考
え
と
実
践
〈
改
訂
版
〉．
ロ
グ
・
ビ
ー

有
限
会
社

な
森
林
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
の
充

実
が
図
ら
れ
、
持
続
的
な
生
産
を
可
能
と
し
、

公
益
的
機
能
も
発
揮
で
き
る
と
い
う
理
念
に

も
と
づ
き
、
森
林
生
態
系
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

活
用
し
た
持
続
的
な
木
材
生
産
の
実
現
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
極き
ょ
く
そ
う相

手
前

の
状
態
の
維
持
、
林り
ん
か
ん冠
の
う
っ
閉ぺ

い

し
た
複
層

林
の
維
持
、
攪
乱
の
規
模
と
強
度
の
最
小
化
、

良
木
遺
伝
子
の
保
存
、
地
力
の
維
持
と
抵
抗

力
の
高
い
林
の
育
成
と
い
う
基
本
原
則
に
則

り
、
森
林
の
状
態
に
よ
っ
て
林
分
を
類
型
化

し
て
、
林
分
タ
イ
プ
ご
と
に
最
適
な
施
業
を

行
い
ま
す
。
林
分
施
業
法
は
、
森
林
が
も
つ

環
境
保
全
の
公
益
的
機
能
と
木
材
生
産
の
経

済
的
機
能
を
両
立
し
、
両
機
能
を
高
度
に
維

持
・
発
展
さ
せ
る
森
林
経
営
の
手
法
と
し
て

国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
樹
木
の
生
育
環
境
と
到
達
利

便
性
の
違
い
に
よ
っ
て
15
年
回
帰
の
里
山
林

（
１
１
，
２
０
０
ha
）
と
20
年
回
帰
の
奥
地
林

（
７
，
７
０
０
ha
）
に
区
分
し
て
い
る
ほ
か
、

山
火
再
生
林
・
人
工
林
に
な
っ
て
い
る
山
火

事
跡
地
（
１
，
１
０
０
ha
）、
お
よ
び
広
葉
樹

優
良
木
（
銘
木
市
向
け
の
個
体
管
理
）
の
作

業
級
を
設
け
て
、
異
な
る
施
業
体
系
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
為
攪
乱
の
少
な
い

森
林
や
貴
重
な
植
物
群
落
は
保
存
林
や
特
殊

植
物
保
護
区
と
し
て
施
業
の
対
象
か
ら
は
ず

し
、
一
部
で
は
定
期
的
な
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
近
年
で
は
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
実
践
的
研

究
や
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
樽
材
な
ど

木
材
の
高
付
加
価
値
利
用
の
研
究
な
ど
に
も

組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

も
、
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、
第
５

代
林
長
で
あ
っ
た
高た
か
は
し
の
ぶ
き
よ

橋
延
清
林
長（
通
称
、「
ど

ろ
が
め
さ
ん
」）
に
よ
っ
て
１
９
５
８
年
か
ら

始
め
ら
れ
た
林
分
施
業
法
で
す
。
そ
れ
ま
で

の
良
質
材
優
先
の
生
産
方
針
が
、
持
続
的
林

業
へ
大
き
く
方
向
転
換
さ
れ
ま
し
た
。
健
全
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